
  お客様各位 
 
■□〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 
□ 
   株式会社  京浜予防医学研究所 
 
   ■□ ＫＭＬメールニュース □■  ◆◆ VOL.83  ◆◆ 
 
                               □ 
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓□■ 
 
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣□■ 
   株式会社  京浜予防医学研究所  よりお知らせ致します！ 
                      2019年   1 月  26 日発行 
□■                                https://www.kml-net.co.jp/  
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 
 
  ＫＭＬメールニュースVOL.83をお送り致します。 
  お忙しい事とは存じますが御一読いただきまして、先生方の 
  一助としていただければ幸いでございます。 
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 １  特異的 IgE 検査の FAQ  
┗ ┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
     
  アレルギー検査についてよく受けるご質問 （樹木、職業性編） 
 
  ◆Ｑ .春、夏、秋の重要な花粉は？ 
   Ａ . 春、夏、秋に開花する代表的なものを挙げます。 
    【春】ハンノキ（シラカンバ ）、 スギ、ヒノキ、イネ科（※） 
    【夏】イネ科（※ ）、 ブタクサ、ヨモギ 
    【秋】ブタクサ、ヨモギ、カナムグラ、イネ科（※ ）、 アキノ 
       キリンソウ 
    （※）イネ科はカモガヤ、ハルガヤ、オオアワガエリ、ギョウ 
       ギシバなど 
 
  ◆Ｑ .地域により測定すべきものって異なる？ 
   Ａ . たとえば花粉症は、花粉が飛散していない地域では起こりま 
    せん。飛散しない地域ではアレルゲン曝露がないため、地域に 
    より測定するものが変わってきます。地域ごとに患者様の生活 
    環境等を問診で確認するなどして検査項目を選定してください。 
 
  ◆Ｑ .食物と関係のあるものってある？（花粉関連食物アレルギー） 
   Ａ . 食物と花粉との関連性が報告されています。 
    特に、花粉症既往のある方に OAS （口腔アレルギー症候群）が 
    現れた場合を『花粉関連食物アレルギー症候群（PFAS ）』 と呼 
    びます。PFASは、花粉の経気道的な曝露でまず花粉に対して感 
    作が成立し、その花粉特異的 IgE が、花粉と共通抗原性のある 
    食物に対して反応すると考えられています。そのため、PFASが 
    疑われた場合には、花粉の感作を確認するために、アレルギー 
    症状の原因と考えられる食物およびこれと共通抗原性のある花 
    粉の特異的 IgE 検査が有用とされています。 
 
  ◆Ｑ .「シラカンバ」とシラカバは同じ？ 
   Ａ . シラカンバは、シラカバの別名となり同じ樹木です。 
 
  ◆Ｑ .アキノキリンソウ、セイタカアワダチソウ、セイタカアキノ 
    キリンソウの違いは？ 
   Ａ . アキノキリンソウは別名アワダチソウ、セイタカアキノキリ 
    ンソウは別名セイタカアワダチソウと呼ばれます。 
    アキノキリンソウ（アワダチソウ）とセイタカアキノキリンソ 
    ウ（セイタカアワダチソウ）は別種ですが、いずれもキク科ア 
    キノキリンソウ属の植物です。 



 
  ◆Ｑ .ラテックスって何？ Hev b 6.02って何？ 
   Ａ . ラテックスは、天然ゴムを含むゴム製品一般を指します。 
    天然ゴムはパラゴムの木（Hevea brasiliensis）の樹液を原料 
    として製造され、ラテックスには15種類のアレルゲンコンポー 
    ネントが登録されています。Hev b 6.02は、これらラテックス 
    アレルゲンコンポーネントの一つです。 
    Hev b 6.02はヘベインという生体防御タンパクで、医療従事者 
    など、天然ゴム手袋などの製品に頻回に接触する方に多くみら 
    れるラテックスアレルギーの主要アレルゲンです。Hev b 6.02 
    は k82 ラテックス粗抽出と比べ臨床的特異度が高い検査です。 
    k82 ラテックス粗抽出およびHev b 6.02がともに陽性の場合、 
    ラテックスアレルギー濃厚疑い例として診断可能です。 
 
  ◆Ｑ .イソシアネート TDI 、 MDI 、 HDI って何？ どれを測ればいい？ 
   Ａ . イソシアネートは、ポリウレタンの原料であるほか、プラス 
    チック、接着剤、塗料、絶縁体、人工芝などの原料としても幅 
    広く使われています。揮発性であるため、これらの物質を使用 
    する工場に従事する人において、喘息、鼻炎、過敏性肺臓炎な 
    どの症状を引き起こすことが知られています。 
    TDI 、 MDI 、 HDI はいずれもイソシアネートの種類です。 TDI が最 
    も毒性が強く、 MDI の使用が増えているとの報告もあります。 
    交差反応がみられる例もあれば、それぞれ独立して陽性となる 
    例も報告されていますので、できれば 3種類とも測定すること 
    をお勧めします。 
 
  ◆Ｑ .エチレンオキサイドって何？ 
   Ａ . エチレンオキサイドは透析器材などの医療器材を滅菌するた 
    めに用いられています。そのため、滅菌作業の従事者やエチレ 
    ンオキサイドで滅菌した透析器材を使用している患者さんでエ 
    チレンオキサイド特異的 IgE が陽性になることがあります。 
 
  ◆Ｑ .無水フタル酸って何？ 
   Ａ . サイリウムとも呼ばれ、緩下剤（比較的作用の穏やかな下剤） 
    の原料として使用されています。 
    調剤薬局や緩下剤製造の従事者において、吸入して曝露される 
    可能性があり、喘息や鼻炎を引き起こします。経口投与によっ 
    て感作される可能性は低いとされています。 
 
  ◆Ｑ .絹によるアレルギーとは？  
   Ａ . 絹の生産従事者や絹織物業者などにおいて、絹の粉塵を吸入 
    して喘息を起こすことが報告されています。 
 
  ◆Ｑ .シックハウス症候群で測る項目は？ 
   Ａ . シックハウス症候群は、室内環境要因、特に室内の空気質に 
    起因する健康障害を指し、狭義には壁紙などの建材から発生す 
    る化学物質に対する過敏症（化学物質過敏症）を指します。 
    特に新築家屋では、接着剤に含まれる有機溶媒が揮発して健康 
    被害となることがあるとされています。その中にはアレルギー 
    性のものも含まれ、特異的 IgE の関与も報告されていますが、 
    シックハウス症候群はほとんどが特異的 IgE が関与していない 
    ものと考えられ、特異的 IgE が関与した例はほんの一部に過ぎ 
    ません。 
    特異的 IgE 関与のアレルギー反応であるかどうかを確認する場 
    合に検査できる項目は、化学物質ではホルマリンです。上述の 
    理由により陽性率は高くはありませんが、新築の室内でアレル 
    ギー症状を起こした症例において、ホルマリン特異的 IgE が陽 
    性を示した例が報告されています。 
    化学物質以外にも、通常家の中に存在するアレルゲン（ダニ、 
    カビ、動物のふけ、ゴキブリなど）も原因の可能性があります。 
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 ２  冬季に流行するノロウイルス 
┗ ┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
     
    ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、一年を通して発 
    生していますが、特に冬季に流行します。 
    ノロウイルスは感染力が非常に強いため、有症状者や入院患者 
    における「早期発見」と二次感染による「感染拡大防止対策」 
    を行うことが極めて重要です。このような場面では迅速診断 
    キットの迅速性・簡便性が有用になります。 
 
    ノロウイルスの検査の必要性について、ご参照下さい。 
    http://www.keihin.gr.jp/image/kml-pdf/norovirus2019-01.pdf  
 
   *********************************************************  
 
   検査項目  ：ノロウイルス迅速検査（ノロウイルス抗原定性） 
   項目コード ：5571 
   検査材料  ：糞便小指頭大又は 1mL 相当量 
   容器番号  ：56 
   保存方法  ：冷蔵又は凍結 
   検査実施料 ： 150 点 
   検査判断料 ： 144 点（免疫学的判断料） 
   検査法   ：イムノクロマト法 
   所要日数  ： 1 ～ 2 日 
   基準値   ：（ - ） 
 
   ※以下のいずれかに該当する患者について、当該ウイルス感染症 
    が疑われる場合に算定する。 
 
     ア 3 歳未満の患者 
     イ 65歳以上の患者 
     ウ 悪性腫瘍の診断が確定している患者 
     エ 臓器移植後の患者 
     オ 抗悪性腫瘍剤、免疫抑制剤、又は免疫抑制効果のある 
       薬剤を投与中の患者 
 
   *********************************************************  
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 ３  ＫＭＬインフォメーション 11月～ 1月分のお知らせ 
┗ ┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
   前回メールニュースを配信しました後から現在までに発行されま 
   した「ＫＭＬインフォメーション」についてお知らせ致します。 
    
   各インフォメーションにつきましては、医院様へ随時お届けして 
   おりますが、ご確認などに活用していただければ幸いです。 
    
   2018年11月27日 ２５ＯＨビタミンＤ（ＥＣＬＩＡ）受託開始の 
           お知らせ 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2018-1127.pdf  
    
   2018年12月13日 年末年始業務日程のご案内 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2018-1213.pdf  
    
   2018年12月17日 抗ミュラー管ホルモン  検査内容変更のお知らせ 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2018-1217.pdf  
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   ┌──┐ 
   │＼／│最後までお読みいただきまして有り難う御座いました。 
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